
















要約:新生児医療に於いてその対策の確立が焦眉の問題である新生児慢性肺障害の管理と

予防に関して、昨年度の研究成果をもとに共同研究と各個研究を行った。共同研究では慢

性肺障害・肺疾患の診断基準、疾病分類基準の作成と、慢性肺障害患児における酸素化能

の指標としてのパルスオキシメータによる酸素飽和度(Sp02)の評価を行った。各個研究で

は慢性肺障害の早期診断法、発症機序の解明、呼吸管理法の改善、酸素化の管理、在宅管

理法の改善などについての研究が進められた。 


